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会社名(*):

申告範囲又はクラス(*)：

会社固有の識別番号:

会社固有の識別番号の発行元

住所:

連絡先担当者名(*)

連絡先担当者の電子メール(*)

連絡先担当者の電話番号(*)

回答責任者名(*)：

回答責任者の役職:

回答責任者の電子メール(*):

回答責任者の電話番号(*)

 記入日(*):

1）製品自体や製造過程で、コバルトが意図的に付加又は使用されていますか？ （*）

備考

コバルト

2）貴社サプライチェーン内のいずれかの製錬業者が、コバルトを紛争地域および高リスク地

域から調達していますか？（OECDデュー・ディリジェンスガイダンスは「定義
（Definitions）」タブを参照）

備考

コバルト

3)コバルトの100%がリサイクル又はスクラップ資源を由来としていますか？ 備考

コバルト

4)サプライチェーン調査に回答した関連するサプライヤーは何パーセントですか？

備考

コバルト

5)貴社のサプライチェーンにコバルトを供給する全ての製錬業者を特定しましたか？

備考

コバルト

6)貴社は受領した該当する全ての製錬業者情報を、この申告で報告していますか？ 備考

コバルト

質問

A.公に利用可能なコバルトの調達方針を確立しましたか？

B.貴社の方針は、OECDデュー・ディリジェンスガイダンス・ANNEX IIモデル指針の全てのリス
ク、および最悪の形態の児童労働を最低限包含していますか？

C.上記の申告範囲において、コバルトのデュー・ディリジェンス対策を実施しましたか？

D. 貴社は、サプライヤーに対して、OECDデュー・ディリジェンスガイダンスに沿ってコバルトサ

プライチェーンのデュー・ディリジェンスを実施することを要求していますか？

E.貴社は、貴社の直接サプライヤーに対して、第三者監査プログラムの検証を受けた製錬業者か

らコバルトを調達することを要求していますか？

F.貴社はサプライヤーのデュー・ディリジェンス慣行が、OECDデュー・ディリジェンスガイダン

ス ANNEX IIモデル指針の全てのリスクおよび最悪の形態の児童労働を最低限包含することを要求
していますか？

G.貴社は、貴社に関連のあるサプライヤーのコバルトサプライチェーン調査を実施しています

か？

H.サプライヤーからのデュー・ディリジェンス情報を貴社の期待と照らして検証していますか？

I. 貴社の検証プロセスには是正措置管理が含まれていますか？
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会社レベルで以下の質問にお答えください

備考回答

必須項目は（*）で表示。各質問の回答方法については、「説明（Instructions）」タブを参照してください。

B. Product (or List of Products)

回答

8-Jun-2020

回答

No

03-5821-5511

回答

回答

Cobalt Reporting Template (CRT)

清峰金属工業株式会社

草野尚紀

この文書の目的は、製品に使用される特定の原材料、特にコバルトの調達先情報を収集することです。 利用規約へのリンク

会社情報

この申告に適用される製品は製品一覧表(Product List)のシートに移動して入力

中嶋克彦

クリックして、この申告が適用される製品を入力してください

回答

回答

上記の申告範囲にもとづいて、以下の1～6の質問にお答えください

nakajima@kiyomine.co.jp

kusano@kiyomine.co.jp

03-5821-5511


